
令
和

年

月


日
月
曜
日

(号
外
政
府
調
達
第



号
)

官
報

Ｆ The entire system should be designed

with efficiency, space‑saving and energy‑

saving consideration.

Ｇ The supplier should establish mainte‑

nance and support system to ensure the

entire systems stable operation and to

provide enough prompt response against

troubles, faults and failures.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 25 September,

2020

 Contact point for the notice : Mami

Fujii, Accounting Division, Nagoya Insti‑

tute of Technology, Gokiso‑cho Showa‑ku

Nagoya‑shi 4668555 Japan, TEL 052
7355039

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和２年８月 17 日

国立大学法人京都大学長 山極 壽一
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 26
〇第４号
１ 調達内容
 品目分類番号 15、28
 導入計画物品及び数量
次世代患者案内システム 一式

 調達方法 購入等
 導入予定時期 令和３年度３月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 要求システムは、本院における外来患者
案内の中心として機能し、患者受付、患者
誘導、情報提供等を行うものであること。
Ｂ 要求システムは、外来ブースだけでなく、
各種検査室への案内を含めた、本院全体に
おける外来運用の円滑化を支援するもので
あること。
Ｃ 要求システムは、一日2600人から3500
人程度の外来患者を適切に案内・誘導でき
る性能を有すること。
Ｄ 要求システムは、別に調達する本院総合
医療情報システムと連携して本院医療ス
タッフによる患者誘導を支援するものであ
ること。

Ｅ 要求システムは、患者状況に応じた患者
誘導、情報提供を可能にするものであるこ
と。
Ｆ 要求システムは、アプリケーションソフ
トにより患者が自身の携帯電話にてサービ
スを受けることができること。
Ｇ 要求システムは、コロナウイルス対策な
ども踏まえ、機器等への接触機会を可能な
限り削減しながら広くサービスを提供でき
ること。
Ｈ 要求システムは、コロナウイルス対策な
ども踏まえ三密を避けるための遠隔診療の
支援など、患者案内に関わらず広くサービ
スを提供できること。
Ｉ 要求システムは、システム全体の保守管
理体制を有し、サービス停止が発生しない
ように努めるとともに、障害発生時には直
ちに復旧できる体制を有するものであるこ
と。加えて本学職員に対する十分な操作訓
練プログラムを有するものであること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和２年９月18日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒6068507 京都市左京区聖護院
川原町54 京都大学医学部附属病院経理・調
達課 林 寿美子 電話0757513025

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和２年８月17日から令和２年
９月18日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 令和２年８月28日13時00分
 開催場所 京都大学医学部附属病院会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 15, 28

Ｆ The system allows patients to use the

services through their own smartphone

with a smartphone app.

Ｇ Considering measures against co‑

ronavirus, the system should provide a

wide range of services while reducing pa‑

tients contact with potential infectious

materials including devices and other

equipment as much as possible.

Ｈ Considering measures against co‑

ronavirus, the system should provide a

wide range of services such as supporting

telemedicine to avoid the 3Cs (Closed spa‑

ces, Crowded places, Close‑contact set‑

tings).

Ｉ The system should include mainte‑

nance and management services to avoid

a system halt and to restart the system

immediately in case of system trouble.

Additionally, the system should include

operation training program for hospital

staff.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 18 September,

2020

 Contact point for the notice : Sumiko

Hayashi, Accounting and Procurement Di‑

vision, Kyoto University Hospital, 54 Ka‑

wahara‑cho Shogoin Sakyo‑ku Kyoto‑shi

6068507 Japan, TEL 0757513025

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和２年８月 17 日

国立大学法人山口大学長 岡 正朗
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 35
〇第５号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 人工心肺用システ
ム 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 令和２年度１月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ ６台のローラーポンプかつ、１台の遠心
ポンプが搭載できること。
Ｂ 全てのポンプがバッテリーにて駆動でき
ること。
Ｃ 非常用バッテリーの残量及び使用可能時
間が表示されること。
Ｄ 心筋保護装置機能を有すること。
Ｅ 圧力モニターを５チャンネル以上有する
こと。
Ｆ ローラーポンプの種類が２種類以上ある
こと。
Ｇ データ通信可能なこと。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和２年10月２日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒7558505 山口県宇部市南小串
１１１ 国立大学法人山口大学医学部管
理運営課契約管理係 熊本 達也 電話
0836222031

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Patient guide System 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ he system should perform as core pro‑

vider of services for outpatients such as

reception, navigation, and informant.

Ｂ The system should support smooth ma‑

nagement of outpatient services among

the whole hospital including laboratory

or radiology sections as well as outpati‑

ent clinics.

Ｃ The system should be capable of serv‑

ing about 2,600～3,500 outpatients.
Ｄ he system should support clinicians to

serve patients under close collaboration

with Integrated Hospital Information

System, separately introduced.

Ｅ The system should provide context‑

aware navigation and information for

outpatients.





		2020-08-14T14:58:34+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




